
平成２５年８月
東京電力株式会社国道６号通行止めに伴う迂回費用の賠償金ご請求について

３．ご請求対象期間

平成２３年３月１１日から国道６号線通行止め解除までの期間
ご請求については、３ヶ月～１２ヶ月の範囲でご提出いただきますようお願いいたします。

２．対象となる方

公益社団法人 福島県トラック協会会員さま

１．対象となる損害

「原子力災害対策特別措置法の原子力災害対策本部長権限」に基づき設定された区域編成により、
通行止めとなった国道６号線の対象区間（浪江町高瀬川橋～富岡町新夜ノ森）を迂回するために
負担を余儀なくされた費用

４．賠償金額

・燃料費
迂回により増加した燃料費をお支払いいたします。

・高速道路料金
迂回のために高速道路を使用した場合、高速道路料金をお支払いいたします。

５．賠償金額の算出方法

・燃料費
迂回により増加した距離÷燃費×燃料単価

・高速道路料金
高速道路を使用したことにより発生した実費

ご請求方法は下記よりご選択いただけます（Ａ，Ｂ両方の選択も可）

Ａ：定型ルート、定型燃費による請求方法
予め定めた迂回ルート、最大積載量別での燃費を元に、簡易的に増加した燃料費の算出をする方法です。

特徴：迂回前後での個別増加距離の算出、車両毎の燃費の算出が不要

Ｂ：個別ルート、個別燃費による請求方法
定型ルートによらない迂回ルートを使用した場合、最大積載量別での燃費によらない事業用貨物
自動車等を使用している場合に選択いただけます。

特徴：個別迂回ルートでの増加距離の算出、車両毎の燃費の算出が必要

６．ご請求方法

一般道を使用し迂回するルート
・迂回ルート①（一般道定型）

高速道、一般道を併用し迂回するルート
・迂回ルート②（高速道定型Ａ）
・迂回ルート③（高速道定型Ｂ）

迂回ルート③
（高速道定型Ｂ）

いわきＪＣＴ

常磐道

迂回ルート①
（一般道定型）

国道６号ルート

郡山ＪＣＴ

二本松ＩＣ

東北道

迂回ルート②
（高速道定型Ａ）

以下の３つのルートより、実際に使用した迂回ルート
を選択いただきます。

迂回ルート①（一般道定型）

国道６号いわき市内
↓
国道４９号
↓
国道３４９号
↓
県道１２号
↓
国道６号南相馬市内

迂回ルート
（一般道定型）

国道６号ルート

12

国道６号迂回前のいわき市～南相馬市の距離
７５ｋｍ
国道６号迂回後の距離
１３０ｋｍ
国道６号迂回による増加距離
５５ｋｍ

一般道

高速道

迂回ルート②（高速道定型Ａ）
常磐道 いわきＪＣＴ
↓
磐越道 郡山ＪＣＴ
↓
東北道 二本松ＩＣ
↓
国道４５９号
↓
国道３４９号
↓
県道１２号
↓
国道６号南相馬市内

迂回ルート
（高速道定型Ａ）

国道６号ルート

12

いわきＪＣＴ

郡山ＪＣＴ

二本松ＩＣ

常磐道

磐越道

東北道

国道６号迂回前のいわき市～南相馬市の距離
７５ｋｍ
国道６号迂回後の距離
１６５ｋｍ
国道６号迂回による増加距離
９０ｋｍ

迂回ルート③（高速道定型Ｂ）

常磐道 いわきＪＣＴ
↓
磐越道 小野ＩＣ
↓
国道３４９号
↓
県道１２号
↓
国道６号南相馬市内

迂回ルート
（高速道定型Ｂ）

国道６号ルート

12

いわきＪＣＴ

常磐道

磐越道

小野ＩＣ

国道６号迂回前のいわき市～南相馬市の距離
７５ｋｍ
国道６号迂回後の距離
１２５ｋｍ
国道６号迂回による増加距離
５０ｋｍ

一般道

高速道

一般道

高速道

７．定型ルートについて



平成２５年８月
東京電力株式会社

経済産業省公示第六十六号「貨物の輸送に係るエネルギーの使用量の算定方法」別表第２
※平成１８年４月１日施行に記載されている最大積載量ごとの燃費【軽油】を定型燃費として使用

８．定型燃費について

迂回ルート③
高速道定型Ｂ

５０ｋｍ

迂回ルート②
高速道定型Ａ

９０ｋｍ

迂回ルート①
一般道定型
５５ｋｍ

２１．０Ｌ

（Ｈ）

１９．１Ｌ

（Ｇ）

１７．８Ｌ

（Ｆ）

１６．３Ｌ

（Ｅ）

１４．６Ｌ

（Ｄ）

１２．１Ｌ

（Ｃ）

８．９Ｌ

（Ｂ）

６．０Ｌ

（Ａ）

３４．４Ｌ

（Ｐ）

３１．２Ｌ

（Ｏ）

２９．２Ｌ

（Ｎ）

２６．７Ｌ

（Ｍ）

２３．８Ｌ

（Ｌ）

１９．７Ｌ

（Ｋ）

１４．６Ｌ

（Ｊ）

９．７Ｌ

（Ｉ）

１９．１Ｌ

（Ｘ）

１７．４Ｌ

（Ｗ）

１６．２Ｌ

（Ｖ）

１４．８Ｌ

（Ｕ）

１３．２Ｌ
（Ｔ）

１１．０Ｌ

（Ｓ）

８．１Ｌ

（Ｒ）

５．４Ｌ

（Ｑ）

１２ｔ以上

１７ｔ未満

２．６２
km/L

１０ｔ以上

１２ｔ未満

２．８９
km/Ｌ

８ｔ以上

１０ｔ未満

３．０９
km/Ｌ

６ｔ以上

８ｔ未満

３．３８
km/Ｌ

４ｔ以上

６ｔ未満

３．７９
km/Ｌ

２ｔ以上

４ｔ未満

４．５８
km/Ｌ

１ｔ以上

２ｔ未満

６．１９
km/Ｌ

１ｔ未満

９．３２
km/Ｌ

定型ルート、定型燃費を選択後、下記表より迂回により増加した燃料量を選択いただきます。

事業用貨物自動車 増加燃料量一覧表【軽油】

９．請求書へのご記入方法

ａ車両（最大積載量１２ｔ）
平成２５年１月に迂回ルート①（一般道定型） を１０往復
平成２５年２月に迂回ルート②（高速道定型Ａ）を５往復
平成２５年３月に迂回ルート③（高速道定型Ｂ）を１０往復
ｂ車両（最大積載量１０ｔ）
平成２５年１月に迂回ルート②（高速道定型Ａ）を５往復
平成２５年２月に迂回ルート①（一般道定型） を１０往復
平成２５年３月に迂回ルート①（一般道定型） を１０往復
ｃ車両（最大積載量４ｔ）
平成２５年１月に迂回ルート③（高速道定型Ｂ）を５往復
平成２５年２月に迂回ルート①（一般道定型） を５往復
平成２５年３月に迂回ルート②（高速道定型Ａ）を５往復

（例）国道６号が通行できないため、平成２５年１月～３月に定型ルートにより迂回を行った。

高速道定型Ａ いわき湯本（常磐道）～二本松ＩＣ（東北道）普通車2,500円 中型車3,000円 大型車4,050円 特大車6,650円
高速道定型Ｂ いわき湯本（常磐道）～小野ＩＣ（磐越道） 普通車1,150円 中型車1,400円 大型車1,850円 特大車2,950円

※平成２５年５月現在

・領収書または、ＥＴＣ利用証明書等高速道路使用料

・保有車両の車検証（全車両分）
・車両台帳
・運転日報（乗務記録）
・運行指示書 等のいずれか１つ
・配車台帳

増加燃料費（軽油代）

【個人事業主の方】
・直近の事業所所得金額を証明する納税証明書
・直近の事業税の納税証明書 等のいずれか１つ
・行政機関または所属団体による証明書
【法人の方】
・直近の法人税の納税証明書
・直近の事業税の納税証明書 等のいずれか１つ
・行政機関または所属団体による証明書

平成２３年３月１１日時点で事業活動
していたこと

※過去に提出済の場合は不要

【個人事業主の方】
・事業主さまご本人の住民票（原本）
【法人の方】
・商業・法人登記簿謄本（登録事項記載証明書（全部事項証明書）（原本）

ご請求者さまの情報

※過去に提出済の場合は不要

ご送付いただく書類確認させていただく事項

ＥＴＣ利用照会サービス（通常型）・・・発行期間は過去６２日分
ＥＴＣ利用照会サービス（登録型）・・・発行期間は過去１５ヶ月分
クレジットカード会社の利用明細発行・・・発行期間は、カード会社により異なる

参考：ＥＴＣ利用証明書等の取得方法について

【月平均軽油小売価格】※別紙より
平成２５年１月・・・１２９．１円
平成２５年２月・・・１３２．６円
平成２５年３月・・・１３４．３円

１０．ご提出いただく証憑について

１１．その他

・国道６号通行止めに伴う迂回費用賠償につきましては、事故前の配送契約等において、迂回により増加
した費用（かかり増し費用）を必要かつ合理的な範囲でお支払いいたします。

尚、かかり増し費用であることを確認させていただくため、事故以前に国道６号を走行していた実績に
つきまして、追加で証憑のご提出をお願いする場合がございます。

以上

２ 軽油代

国道６号が通行できないため、迂回により走行距離が増加し、燃料代が増加した。
「定型ルート使用」

ａ車両（最大積載量１２ｔ）
平成２５年１月に一般道定型を１０往復
（Ｈ）２１．０Ｌ×１２９．１円×２０回＝５４，２２２円
平成２５年２月に高速道定型Ａを５往復
（Ｐ）３４．４Ｌ×１３２．６円×１０回＝４５，６１５円
平成２５年３月に高速道定型Ｂを１０往復
（Ｘ）１９．１Ｌ×１３４．３円×２０回＝５１，３０３円

ｂ車両（最大積載量１０ｔ）
平成２５年１月に高速道定型Ａを５往復
（Ｏ）３１．２Ｌ×１２９．１円×１０回＝４０，２８０円
平成２５年２月に一般道定型を１０往復
（Ｇ）１９．１Ｌ×１３２．６円×２０回＝５０，６５４円
平成２５年３月に一般道定型を１０往復
（Ｇ）１９．１Ｌ×１３４．３円×２０回＝５１，３０３円

ｃ車両（最大積載量４ｔ）
平成２５年１月に高速道定型Ｂを５往復
（Ｔ）１３．２Ｌ×１２９．１円×１０回＝１７，０４２円
平成２５年２月に一般道定型を５往復
（Ｄ）１４．６Ｌ×１３２．６円×１０回＝１９，３６０円
平成２５年３月に高速道定型Ａを５往復
（Ｌ）２３．８Ｌ×１３４．３円×１０回＝３１，９６４円

３６１，７４３

・配車台帳
・車両台帳
・運転日報
・車検証

増加燃料量一覧表のアルファベットを転記

石油製品価格調査（別紙）より該当月の
月平均軽油小売価格を転記

該当月に走行した迂回ルートの
片道回数を記入（往復回数×２）

１円未満は切り上げ
３１，９６３．４円→３１，９６４円

「定型ルート使用」と記入

２ 高速道路使用料

国道６号が通行できないため、迂回のため高速道路を使用した
「定型ルート使用」

車両区分・・・ａ車両「大型」、ｂ車両「大型」、ｃ車両「中型」

ａ車両「大型」
平成２５年２月：高速道定型Ａ １０回・・・４０，５００円
平成２５年３月：高速道定型Ｂ ２０回・・・３７，０００円

ｂ車両「大型」
平成２５年１月：高速道定型Ａ １０回・・・４０，５００円

ｃ車両「中型」
平成２５年１月：高速道定型Ｂ １０回・・・１４，０００円
平成２５年３月：高速道定型Ａ １０回・・・３０，０００円

１６２，０００

・ＥＴＣ利用証明書

該当月に利用した高速道定型ルートの
片道回数を記入（往復回数×２）

ｃ車両「中型」で高速道定型Ａを１０回
３，０００円×１０回＝３０，０００円

※各証明書類のうち原本指定のない書類につきましては、コピーをご送付ください。


